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武雄市民病院移譲先公募要領

１．公募の目的
武雄市民病院は、市内唯一の救急告示病院として、また、地域の中核的医療機関として地域医療
を担ってきましたが、平成１６年度から始まった新医師臨床研修制度の導入以後、医師は減少し続
け、平成２０年４月からは常勤医師９名体制となり救急搬送の受入れや午後の診療の休止を余儀な
くされる深刻な経営状況に陥っています。
一方で地域医療の中核的医療機関として市民病院に寄せる市民の期待は高く、一次診療機関との
連携が最大の役割となっています。
今回の公募は、これらの市民病院を取り巻く諸問題を解消し、地域のニーズに対応できる医療環
境を実現するために移譲することを最優先に募集を行うものであり、移譲先の選定にあたっては競
争性、透明性、公正性、客観性の確保に配慮した公募型プロポーザル方式を採用することで、公募
趣旨に最も適した移譲先を選定しようとするものです。
移譲先は、武雄市民病院移譲先選考委員会（以下「選考委員会」という。）による資格審査、提
案書審査等の審査を経て選定します。

２．移譲の予定時期
平成２２年２月１日

３．移譲物件の概要等
⑴ 病院概要（別紙１参照）
⑵ 許可病床数（移譲病床数） １３５床（一般病床）
⑶ 物件の売却参考価格
土地 時価（不動産鑑定評価額をもとに早急に公表する。）
建物 時価（不動産鑑定評価額をもとに移譲直近に決定する。ただし、３年以内に移転新築
した場合は時価から解体費用を差し引いた額とする。）

※土地・建物については、現状のまま引き渡すものとする。
※医療機器等備品類については、移譲先が決定した後、移譲先が希望する場合には別途協
議により売却することとする。
［参考］ 交通アクセス状況
○ＪＲ佐世保線 ：武雄温泉駅から徒歩２０分
○バス（祐徳バス）：市民病院前バス停下車

４．応募資格及び移譲の条件
⑴ 応募資格
次の①及び②の事項に該当する法人であること。
①医療法第３１条に規定するもの（都道府県及び市町村を除く。）、社会福祉法第２２条に規定
する社会福祉法人のうち病院を開設しているもの、私立学校法第３条に規定する学校法人のう
ち医学部を置く大学を設置しているもの、民法第３４条の規定により設立された法人のうち医
師を会員として設立されたもの又は病院の運営を目的とするもの若しくは医療法第３９条第
２項に規定するもののいずれかであること。
②平成２０年４月１日現在で一般病床１３５床以上を有していること。

⑵ 移譲の条件
①移譲後直ちに救急告示医療機関の届出を行い、二次救急体制を備えること。また、病院群輪番
制を取り組むこと。
②地域に開かれた医療を目指し、佐賀県南部保健医療圏内及び武雄市内の医療機関との連携を特
に密にすることなど、また、高齢化社会に対応するため後方支援医療の機能及び終末期医療の
機能を目指すことなど、武雄市民病院改革ビジョンに示されていることを達成させること。
③基本的に現在の診療科を引き継ぐものとし、一般病床１３５床を維持すること。
④人材不足が生じない、働く意欲が湧く医療機関を目指すこと。また、医師不足を生じない有効
な対策を講ずること。
⑤施設の療養環境を積極的に整備すること。
⑥引き続き移譲後の病院に勤務を希望する職員については、全員を採用すること。



２

⑦移譲後も在院希望の入院患者を引き継ぐこと。
⑧市の保健・医療・福祉施策への協力を積極的に行うこと。
⑨市行政関係者との協議の場を設け、意見等を病院運営に反映させるよう努めること。
⑩移譲決定後、病院引き継ぎまでの間について、市が求める救急医療を再開するため必要な医師
を派遣すること。
⑪地域の看護師研修施設としての機能を継続すること。

⑶ その他
移譲後の病院事業計画について、特に示すものがあれば提示すること。

５．その他（手続き等）
○応募手続きについて

⑴ 応募申込について
応募する法人は、応募申込書（様式１）に次の①提出書類を添えて②～④により申込むこと。
①提出書類
ア 定款又は寄附行為（最新のもの）
イ 法人登記簿謄本（申込１箇月以内のもの）
ウ 印鑑証明書（最新のもの）
エ 決算書等（損益計算書、貸借対照表、財産目録、法人税申告書中の別表１及び４の写し）
〔直近の過去３年分〕
※決算書等は第三者に評価を依頼。
オ 提案書類（原則として応募申込書の様式を使用すること。）
１ 経営点検表（様式２）
２ 経営提案表（様式３）
カ 事業者概要（事業経歴及び現在運営している医療施設等の状況がわかるもの）
キ 納税証明書
注）提出部数 ア～キ・・・・正本１部

オ、カ・・・・１０部
※提出書類の差し替えは、応募受付期間経過後は受け付けないものとする。

②提出期間
平成２０年６月２日（月）～平成２０年６月１６日（月）
９：３０～１６：００（土曜日、日曜日を除く。）
③提出先
武雄市武雄町大字昭和１番地１ 武雄市企画部企画課
④提出方法
提出場所への持参とする。

⑵ 現地案内について
平成２０年６月５日（木）に、現地（市民病院）の案内を実施する。
現地案内の実施にあたっては、時間や人数等の調整が必要となるので、事前に申込みを行うこ
と。なお、参加人数については、１法人当たり３人以内とする。
■申込期限 平成２０年６月４日（水）

９：３０～１６：００（土曜日、日曜日を除く。）
■申込先 武雄市武雄町大字昭和１番地１ 武雄市企画部企画課

電話（0954）23-9325（直通）
⑶ 図面等の配布について
図面等については、上記⑵ の現地案内時に配布を行う。それ以降に図面等の受領を希望する場
合は、下記において配布するものとする。
■配布場所 武雄市武雄町大字昭和１番地１ 武雄市企画部企画課
■配布時間 ９：３０～１６：００（土曜日、日曜日を除く。）
（注）配布する図面等は、応募締め切り時までに返却すること。
また、この検討の目的の範囲内であっても、武雄市の了承を得ることなく第三者に対し
て、これを使用させたり又は内容を提示することを禁ずる。
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⑷ 質疑及び回答
本要領に関する質疑及び回答については次により行う。
①質疑者の資格
応募を希望する法人
②質疑の方法等
質疑の要旨を簡潔にまとめ、質疑・応答書（様式４）を持参、郵送、ＦＡＸ、電子メールに
より提出し照会すること。
③質疑の受付期間等
■受付期間 平成２０年６月２日（月）～平成２０年６月６日（金）
■受付時間 ９：３０～１６：００（土曜日、日曜日を除く。）
※郵送により提出する場合は、平成２０年６月６日（金）までに必着のこと。
④質疑の受付先
〒843-8639 武雄市武雄町大字昭和１番地１ 武雄市企画部企画課

ＦＡＸ （0954）23-3186
Ｅ-mail kikaku@city.takeo.lg.jp

⑤回答方法
質疑者に対し、平成２０年６月１１日（水）までに回答する。

⑸ 追加書類の提出
必要と認める場合は、応募する法人に対し追加書類の提出を求めるものとする。

⑹ プレゼンテーションの実施
選考委員会においてプレゼンテーションを実施する。
選考に関する実施要領、期日及び場所については、応募者へ後日通知する。

⑺ 著作権の帰属等
応募書類の著作権は、応募者に帰属する。ただし、武雄市は、事業者決定の公表等で必要な場
合には、応募書類等の内容を無償で使用できる。なお、提出された書類は理由の如何にかかわ
らず返却しない。

⑻ 費用の負担
応募に関する費用は、応募者の負担とする。

⑼ 使用言語及び単位
応募に関する提出書類における言語は日本語、単位はメートル法を使用すること。

○審査について
⑴ 審査方法
選考委員会は、審査基準（別紙２参照）に基づき、提出書類及びプレゼンテーションをもとに
優先交渉権者及び次点者を選考する。市長は、選考委員会の選考結果を踏まえて移譲先を選定
し、議会の議決をもって決定する。

⑵ 審査結果
移譲先の選定は、平成２０年６月下旬の予定。
審査結果については、応募者全員に文書で通知するものとする。

（問い合わせ先）
〒843-8639
佐賀県武雄市武雄町大字昭和 1番地 1
武雄市企画部企画課
電話番号 (0954)23-9325（直通）
FAX (0954)23-3816
E-mail kikaku@city.takeo.lg.jp
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別紙１

武雄市立武雄市民病院 病院概要
１．沿 革
昭和１７年 佐賀県立結核療養所武雄柏翠荘として創設
２０年 日本医療団に移管
２２年 厚生省に移管、国立佐賀療養所武雄分院となる。（病床数 結核１００床）
２７年 国立武雄療養所として独立
２９年 病床数 結核１５０床に増床
３９年 病床数 一般１０床新設 結核１５０床
５０年 国立療養所武雄病院と改称（病床数 一般６８床 結核９２床）
５４年～５６年 1病棟・2病棟・サ－ビス棟・3病棟・外来管理診療棟・機能訓練棟竣工
５９年 病床数 一般１０５床 結核５５床

平成１２年２月１日 国からの委譲により、武雄市立武雄市民病院開院
（内科・外科・リハビリテ－ション科、病床数 一般１３５床 結核２０床）

６月 増改修工事開始（１３年３月 工事完了）
１３年 ３月 新外来棟での診療開始
６月 病院フル稼働、院外処方に移行、放射線科を標榜
１６年 ７月 泌尿器科を標榜
１６年 ８月 脳神経外科を標榜
１６年１０月 消化器科・循環器科・呼吸器科・こう門科・整形外科・リウマチ科を標榜
１８年 ７月 看護基準（10：1)認可
１８年１２月 空調・給湯設備、病室等の一部改修、第２処置室（点滴室）整備

２．所在地 佐賀県武雄市武雄町大字富岡１１０８３番地
３．施設概要
敷地面積 約３１，３２３㎡
延床面積 約８，１８８㎡
建築面積及び構造 鉄筋コンクリ－ト造３階建て 約４，６９８㎡

鉄骨プレハブ造 約１９㎡
木造 約２９１㎡
合計 約５，００８㎡

駐車場外来患者用 １００台
⑴ 診療科目 内科、呼吸器科、消化器科、循環器科、リウマチ科、外科、整形外科、脳神経外科、

泌尿器科、こう門科、リハビリテ－ション科、放射線科
⑵ 職員数

平成２０年５月１日現在（単位：人）

職 種

医
師

理
学
療
法

士 薬
剤
師

臨
床
検
査

技
師

診
療
放
射

線
技
師

管
理
栄

養
士
看
護
師

事
務
員
合

計

９ ２ ２ ３ ４ １ ７７ ６ １０４
人 員

(１) (３) (１) (２) (４) （１１）

※（ ）は嘱託・臨時で外数
○科別医師数

職 種

内
科
呼
吸
器
科

消
化
器
科

循
環
器
科

リ
ウ
マ
チ
科

外
科
整
形
外
科

脳
神
経
外
科

泌
尿
器
科

こ
う
門
科

リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
科

放
射
線
科

１ ２ １ ３ ２ *３ *１人 員
(２) (３) *(１) (１) (４) (３)
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※「＊」は兼務、「（ ）」は非常勤
⑶ 病床数 一般１３５床・結核２０床
⑷ 業務実績
（ア）病床利用率の推移

15 年度 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度
年度

一般 結核 一般 結核 一般 結核 一般 結核 一般 結核

稼働病床数（床） 135 20 135 20 135 20 135 20 135 20

利用率（％） 75.6 41.7 71 37.8 72.5 40.8 72.4 26.7 70 18.1

（イ）入院患者・外来患者取扱状況の推移
区分 一般入院患者延数 結核入院患者延数 外来患者延数 入院・外来比

年度 患者数
（Ａ）

1日平均 患者数
（Ａ）

1日平均 患者数
（Ｂ）

1日平均 患者比率
（Ｂ/Ａ）

15 37,349 102.0 3,050 8.3 44,144 179.4 1.1

16 35,007 95.9 2,763 7.6 48,880 201.2 1.3

17 35,728 97.9 2,977 8.2 48,584 199.1 1.3

18 35,661 97.7 1,950 5.3 48,160 196.6 1.3

19 34,593 94.5 1,325 3.6 49,382 201.6 1.4

（ウ）科別入院患者延数の推移

年度
患者
延数

消化
器科

循環
器科

呼吸
器科

うち
結核

代謝
内分泌

放射
線科

外科
整形
外科

脳神経
外科

泌尿
器科

40,399 3,544 3,221 8,978 3,050 2,983 19 10,455 4,423 5,413 1,363
15 （100％

）
（8.8％
）
（8.0％
）
（22.2
％）

（7.5％
）
（7.4％
）
（0.0％
）
（25.9
％）

（10.9
％）

（13.4
％）

（3.4％
）

37,770 3,810 4,555 8,045 2,763 3,286 30 8,106 6,071 2,350 1,517
16 （100％

）
（10.1
％）

（12.1
％）

（21.3
％）

（7.3％
）
（8.7％
）
（0.1％
）
（21.5
％）

（16.1
％）

（6.2％
）
（4.0％
）

38,705 5,783 3,566 9,670 2,977 3,775 0 8,954 5,494 0 1,463
17 （100％

）
（14.9
％）

（9.2％
）
（25.0
％）

（7.7％
）
（9.8％
） （0％）

（23.1
％）

（14.2
％） （0％）

（3.8％
）

37,611 5,562 926 9,104 1,950 4,800 125 8,328 4,971 3,795 0
18 （100％

）
（14.8
％）

（2.5％
）
（24.2
％）

（5.2％
）
（12.8
％）

（0.3％
）
（22.1
％）

（13.2
％）

（10.1
％） （0％）

35,918 4,869 0 9,854 1,325 2,803 4 9,052 5,240 4,096 0
19 （100％

）
（13.6
％） （0％）

（27.4
％）

（3.7％
）
（7.8％
）
（0.0％
）
（25.2
％）

（14.6
％）

（11.4
％） （0％）

（エ）科別外来患者数延数の推移

年度
患者
延数

消化
器科

循環
器科

呼吸
器科

代謝
内分泌

放射
線科 外科

整形
外科

脳神経
外科

泌尿
器科

リハビ
リ

44,144 3,896 6,645 8,417 6,423 861 5,883 5,116 2,320 2,792 1,791
15 （100％

）
（8.8％
）
（15.1
％）

（19.1
％）

（14.6
％）

（2.0％
）
（13.3
％）

（11.6
％）

（5.3％
）
（6.3％
）
（4.1％
）

48,880 3,392 7,840 8,389 6,784 893 5,799 7,020 1,487 3,242 4,034
16 （100％

）
（6.9％
）
（16.0
％）

（17.2
％）

（13.9
％）

（1.8％
）
（11.9
％）

（14.4
％）

（3.0％
）
（6.6％
）
（8.3％
）

48,584 4,883 7,186 8,961 5,828 603 6,681 5,821 887 3,317 4,417
17 （100％

）
（10.1
％）

（14.8
％）

（18.4
％）

（12.0
％）

（1.2％
）
（13.8
％）

（12.0
％）

（1.8％
）
（6.8％
）
（9.1％
）

48,160 5,741 6,072 8,741 6,089 740 7,381 5,972 2,284 2,081 3,059
18 （100％

）
（11.9
％）

（12.6
％）

（18.1
％）

（12.6
％）

（1.5％
）
（15.3
％）

（12.4
％）

（4.7％
）
（4.3％
）
（6.4％
）

49,382 5,951 4,936 9,352 6,152 776 7,605 5,706 2,732 2,018 4,154
19 （100％

）
（12.1
％）

（10.0
％）

（18.9
％）

（12.5
％）

（1.6％
）
（15.4
％）

（11.6
％）

（5.5％
）
（4.1％
）
（8.4％
）
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別紙２
審査基準

区分 具体的内容
①基本方針・経営理念などは公正・適切で、地域の要望を考慮してい
るか。

１ 経営理念等

②過去の収支の状況が安定したものであったか、及び収支計画は、将
来にわたって安定的に病院経営を行っていくものとなっているか。
①施設整備計画は適切か。
○現在地で施設整備を考える場合
・施設整備期間中の患者の対応策等は適切か。

２ 施設整備計画等

○近隣地で建て替えを考える場合
・建て替え期間中の患者の対応策は適切か。
・跡地の利用計画等は適切か。

①救急医療の提案内容は積極的か。

②診療科目・診療日・診療時間・病床の種別等は適切か。
③医師、看護師、医療技術者の不足が生じない適切な対策が計画され
ているか。

３ 診療機能等

④在院希望者の引き継ぎ計画は妥当か。
①市の保健・医療・福祉施策へ協力する活動について適切な計画をも
っているか。
②市行政の意見等を病院運営に反映させる適切な計画をもっている
か。

４ 地域連携への取り組み

③南部医療圏及び市内の医療・福祉施設及び医師会、薬剤師会等との
連携計画は適切か。
①引き続き市民病院の職員を採用する計画は適切か。
②職員の研修計画は適切か。
③移譲までの医師の派遣計画は実効性があるか。

５ その他

④他に特色のある提案があるか。



７

スケジュール

６月

公
募

選
考
委
員
会
等

※選考委員については、審査の公正を図るため非公開とする。

●公募要領公表 6/2

応募受付 6/2～6/16

●質疑受付 6/2～6/6 ●回答 6/11

●現地案内 6/5

●プレゼンテーション
選考委員会

優先交渉権者及び
次点者選考


